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「津カントリーならではの、ゴルフツーリズム」

中部圏インバウンドセールスプロジェクト
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観光立国ニッポンの課題と展望

　経済の発展及び国際相互理解の増進に寄与することを目的に、観光立国推進基本法制定されて
（平成18 年12月20日）早7年が経とうとしています。我が国が東日本大震災や 日中・日韓問題という　
困難を乗り越え、特に「インバウンド強化による観光立国」を果たすには、2020年東京オリンピック開催
までの7年間が勝負だと思います。また、中部圏においては「昇龍道プロジェクト」の更なる進展はもとよ
り、　　恒常的に新たな旅行商品が生まれる土壌つくりや、地域に囚われないテーマ別の観光ルートの地域に囚われないテーマ別の観光ルートの
開発開発が望まれます。私たちの取り組む、日本橋～伊勢を結ぶ「クラッシックカー・街道の旅」やスポーツ
（ゴルフ）ツーリズムはその代表例と言えます。

モデルコース
つくり
（話題性）

人や地域人や地域
を巻き込むを巻き込む

新たな視点
と発想

商品化

観光をキーに、社会に

善循環の輪を拡げる

トレンドを読む
・創造する
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日本における、スポーツ（ゴルフ）ツーリズムの可能性

　2012年4月、オールジャパンの立場でスポーツとツーリズムそれぞれに関わる団体・企業・大学・自治
体の連携を推進すべく「日本スポーツツーリズム推進機構」（JSTA）が設立されました。そして、翌年の
2013年には、世界世界17.617.6億ドルのマーケット億ドルのマーケットを有するゴルフツーリズム市場をターゲットに、日本ゴルフツー
リズム推進協議会の設立に向けた活動がスタートいたしました。また、同年3月には「関西運輸局」や※
「北海道ゴルフ観光協会」のご尽力により、世界市場の85％にあたる15億ドルのマーケットをリードする
IAGTO(国際ゴルフツアーオペレーター協会　http://www.yamatogokoro.jp/event_report/index04.htmlのピーター
ウォルトン会長を招聘し、神戸・京都のゴルフ場、日本文化や食などにフォーカスした視察ツアー及び
ピーターウォルトン会長のプレゼンや関係者との意見交換会等が開催され、巨大なマーケットが”常に”常に
新たなディストネーションを求めている“新たなディストネーションを求めている“ことを学びました。私たちはゴルフツーリズムにおける中部圏の
リード役として、モデルコースつくりは　基より、新たな商品開発を積極的に行ってまいります。　　　　　　
　　　※北海道ゴルフ観光協会のパンフレット
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トーナメント開催・名門コースでのプレー等
による、国内ゴルファー中心の情報発信

海外のゴルフ愛好家と日本各地に存在する
地域固有の文化及び人との交流

プレーのプレミアム感とコストパフォーマンスを重視 着地型観光としてのゴルフ「日本の旅」の魅力・体験

話題性

商品力

中上級者やシニア層など、限定された
国内の男性ゴルファーとカップル

「日本の旅」を目的とする海外の
ゴルフ愛好家とそのご家族やご友人

ターゲット

既存のゴルファーに対する魅力的な商品と
価格訴求による、延べプレー回数の増加

日本の魅力とゴルフを組合わせで世界に
売り込み、新たなインバウンド需要を獲得

期待される効果

国内旅行社、ゴルフメディア、ゴルフ場 国際的な協会、官民一体、ゴルフ観光の見本市その他

限られた市場での
閉鎖的な商品展開

海外市場へのマーケティングにより
日本の地方を元気にする！

既存のゴルフツアー 新たな旅行商品（ゴルフツーリズム）

新たな旅行商品としての、スポーツ（ゴルフ）ツーリズムとは？

　世界で人気なゴルフツーリズムは、一般的な観光地として魅力ある地域の商品となっています。ハワ
イバンコク、フロリダ、南スペインなどはその代表例と言えます。また、日本のゴルフツアーの代名詞と言
えば夏場の北海道です。以下は、新たな旅行商品としてのゴルフツーリズムの特徴をまとめてみました。
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「国際交流」をテーマとした、津カントリー倶楽部の歩み

　1990年　開場記念イベント　SUPER　SKINS　MATCH

オープン記念イベントとして、当時の最強ゴルファー　グレッグ・ノー
マンニック・ファルド、ジャンボ尾崎、カーチィス・ストレンジの世界ビッ
グ4　　による、賞金1億円争奪のスーパースキンズマッチが開催され
ました。
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　1993～1998年　日米親善学生ゴルフトーナメント

片山晋吾、横尾要、宮本勝昌選手をはじめ、米国の強豪選手との対抗戦が開かれました。メンバーさん
をはじめ、地元の片田地区の方々のご協力を得て、選手はホームスティにより日本の生活文化を学びま選手はホームスティにより日本の生活文化を学びま
したした。
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「国際交流」をテーマとした、津カントリー倶楽部の歩み

　2010年　上海交通大学EMBAゴルフ分院海外研修　「一衣帯水杯」

駐名古屋中国総領事館のご協力の下駐名古屋中国総領事館のご協力の下、ゴルフ場経営者、ゴルフ産業
界及びゴルフメディア関係者40名による海外研修ツアーの受け入れを
行いました。2日目には、中部圏のゴルフ場経営者や国内ゴルフの有
識者の方々との親善ゴルフ大会「一衣帯水杯」が開催されました。

　2012年　世界デフゴルフ選手権

2008年、オーストラリアのパースで開催された第7回大会にて、圧倒
的な票を集め日本開催が決定しました。1300年の古より続く、2020年年
に一度の式年遷宮に一度の式年遷宮が行われる日本人の心のふるさとである伊勢神
宮の入り口に位置し、ジャンボ尾崎設計・監修の難コースをアピー
ル。　　加えて、国際空港からの利便性もキーポイントでした。
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津カントリー倶楽部の新たな役割

■日本社会の方向性に対して

　●持続可能な社会をつくる・・・　里山として生態系を維持、防災対策、第一次産業支援、ＥＭ化
　●地方分権、行政改革、新しい公共・・・　ゴルフ場ビジネスとは、生活モチベーションアップや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミュニティをコントロールする役割を担う

　●東京一極集中型経社会への警笛・・・　ローコスト、歴史と自然溢れるある地方への人口移動

　●志の高い青少年の育成・・・　ゴルフは最高のキャリア教育！　エチケットとマナーが第一！

　●日本の強みの再興（ものづくり、第一次産業）・・・　伝統産業の復興、三重漁連との取組

　●観光立国・・・　日本文化（ヒト、コト）と美まし国の農林水産業を売りにインバウンドを呼び込む

　●米国依存型政策からアジア圏重視へ・・・　歴史・文化やスポーツ（ゴルフ）でアジアをつなぐ！

　●物質文明からの脱皮と精神文明への夜明け・・・　精神性の高いスポーツとしてのゴルフの啓蒙

ヒトと人をつなぐ“縁”発見ツール（ゴルフ）と場の提供

「カントリークラブならではの地域活性化」の提唱！
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私たちの、新しい旅行商品つくりにおけるマーケティング方針とは？

グローバル・知的情報社会だからこそ

“誇りある日本文化をど真ん中に置く”
「旅はロマン、悠久の歴史・日本文化の体感！」

新たな商品開発には、まず、行動・実績が第一

受け手ではなく、常に能動型で取り組む！
「来てではなく、まず行く！ビジネスより先に友達つくりを優先」

地域の「宝物」を目指すゴルフ場だからこそ実現できる

地域活性化と課題解決へのキッカケつくり…
「メンバーさんをはじめ、ネットワークと地域情報の宝庫！」

大義（テーマ）により、地域のインナーコミュニケーション温度を高め

「今ここにしかない、物語を提供する」

共食・共感・共鳴、そして協働

「ゴルフと国際交流がもたらす地域活性化」の提唱！




